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論 文 内 容 の 要 旨
【前篇 上 田秋成文 芸の意義】では、上 田秋成(一 七四三～一八○八)の 作 品は文 芸 として ど
の ような意義が あるのか を主眼 に、具体的な作品 に即 し、そ の分析 をとお して秋 成 の八作品 に
つ いて、従 来の見解の うえにた って考察 した。
「第一章 『諸道聴耳世間猿』『世間妾形気』の気質物 としての意義」で は、第一作 目の 『諸
道聴耳世間猿』は諸道 に関す るお もしろおか しい話、 第二作 目の 『世間妾(て かけ)形 気』 は
妾 を中心 に した女 のお もしろおか しい話 を書 こう と上田秋成 は意 図 した こ とを論 じた。 そ し
て、①気質物(か た ぎもの)の 代 表作家で ある江 島其磧(一 六六六～一七三五)の そ の嗜矢であ
る 『世間子息(む す ご)気 質』、② 続 いて書 かれてそれ よ りも高 く評価 されて いる 『世 間娘気
質』、③気質物 の最高傑作 とされている 『浮 世親仁(お や じ)形 気』、④浮世草子第四期 の代表
作 とされている多田南嶺(一 六九八～一七五〇)の 『鎌倉諸芸袖 日記』 と、上田秋成 の 『世間猿』
『妾形気』 との関係 のある諸篇 を比較検 討 した。そ の結果、 『世 間猿』 『妾形気』は、気質物 と
して称賛されて いる前記四作品 とくらべてみて、少な くとも劣る ものではな く、それ ら以上の
もの さえみ られる小説である ことを論証 した。 そ して、上田秋 成は気質物作 者 としては、江島
其磧以上か、少な くともそれ と並び称す ることので きる作家であ ると評価 し、そ こに 『世間猿』
『妾形気』 の気質物 としての意義がある とした。続 いて、@r妾 形気』 第七話 をとお して、そ
こでは藤 野を真情のある女 として描き、その人間描写 と大坂な どの風俗描 写においてす ぐれた
ものがみ られる こと、⑤秋 成がは じめて世俗的な仏教を批判 して いる 『世間猿』 巻ニ ー二 を具
体的 に取 り上げ、その批判 は徹 底 した もの になっている こと、◎ 『世間猿』巻 四 一三では、秋
成はは じめての作品で知識 性 を尊重す るのではな く、む しろ嘲笑の対象に している ことにっい
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て論及 した。
「第二章 『雨 月物語』 の意義」で は、①そ の内容か ら 『雨 月』 の成立は 「序文」で述べて
いる明和五(一 七 六八)年 ではな く安永五(一 七七六)年 の刊行近 くで あること、②そ の序文
か ら 『水潜伝』 と 『源氏物語』 を意識 しなが ら、 自信 をもって執筆 した怪談小説で あることを
指摘 した。
そ して、 『雨月物 語』の各篇の意 義 を、0具 体的 な作 品を とお して、『雨 月』は文芸 として い
かにす ぐれた小説 であるか を探 りなが ら、 『雨 月』 はなぜ 読者 を感動 させ る のか とい う基 本 に
たって考察 した。そ の結果、① 「白峯」で復醗の大魔王 と化 した崇徳院ゐ怨霊 と西行法師がそ
れぞれ儒教 と仏教 の立場か ら深夜幽谷の 白峰陵 を舞台 にして激論 をたたかわす こと、② 「菊花
の約」で赤穴(あ かな)宗 右衛門が約束 を果たすため、やむな く自害 し亡霊 となって現れる こ
と、③ 「浅茅が宿」で亡霊 にな ってまで夫の帰 りを待ちわびていた妻の宮木 が七年ぶ りに帰っ
て来た夫の勝四郎 を喜んで迎える こと、④ 「夢応 の鯉魚」 で魚 の絵の達人であった高僧の興義
が放生の功徳 によって鯉 とな り琵琶湖 を遊泳 して楽 しむ こと、 ⑤ 「仏法 僧」 で旅 に遊ぶ夢 然父
子が高野山 の燈籠堂で一夜 を過 ごしてい る時に豊臣秀次の亡霊一行に出会 って、和歌 に関する
知識的言説 を聞 き最後 には医者 にかか らなければ な らないほ どの恐怖 にお びえる こと、⑥ 「吉
備津の釜」で妻の礒良の誠実 さを裏 切 った夫の正 太郎があ とには髪(も とどり)ひ とつだ け し
か残 されて いなか った とい う凄惨 な復離 を受ける ごと、⑦ 「蛇性 の婬」で風雅 に遊ぶ美男 の豊
雄が この世 の人 とも思われないほ どの美女 にひ と目ぼ れす るが、女が蛇 の化 生で あった ことか
ら執念ぶか くつき まとわれて しま うこと、⑧ 「青頭 巾」 で童児 を溺愛 し死ん でか らも葬 る こと
もせず その遺体 を食い尽 くして しまった うえ、人 々を襲 った り、 その果ては墓 をあば いて遺骸
を食った りして鬼 と恐れ られ、妖魔 に落 ちた法師 が快庵禅師 の教化 によって一年 の間 もそ のま
まの姿で証道歌 を唱え続ける とい う大悟 に達 し、仏果 を得 て大往生 を遂げ る こと、⑨ 「貧福論」
で金銭 に遊 ぶ武士 の岡左 内の前に現れた 《黄金 の精霊》 が貧福 を論ず る ことに、 『雨 月』 の各
篇 がそれぞれ読者 を感 銘させ る理 由のある ことを追究 した。 ㊤各篇 の先行文芸 との関係 を探究
し、『雨月』は 中国及び 日本の古典 を典拠 に しなが らも、それ らを乗 り越えた秋成独 自の世界
をつ くりあげ、感 銘させ る小説 にな って いる ことも論述 した。
「三〇 『雨 月物語』 におけ る人間描写 」では、その 内容 か ら、① 「菊花 の約」 「浅茅 が宿」
「青頭 巾」で、それぞれ に徹 した、 ひたむ きで純粋 な人間、② 「白峯」 「吉備津 の釜」で、復
嵯 に徹 した執念 ぶか い人間、③ 「夢応 の鯉魚」 「仏 法僧」 「蛇性 の婬」 「貧福論」 で、そ れぞれ
ふ しぎな怪 異の体験 をす る風流 に遊ぶ 人間 を描 いて いること、そ の人間 を怪異 をとお して巧み
に描 いて いる ところに 『雨 月』 の特色が あ り、そ の怪異描写は、単 に読者 に恐怖感 を与え るだ
でけな く、人間描写 を引きたて る働 きを して いるこ とを論 じた。 『雨月』 の各篇 は、高 く評価
できる ものであ り、そ れは物語 の根本 とな って いる人間描写が読者の納得でき るよ う巧 妙 に描
かれ、感銘 を与えて いるか らで あって、人間描写 に成功 して いることが 『雨月物語』 をす ぐれ
た作 品に している第一 の理 由で あると した。
「(⇒『雨 月物語』 にお ける怪異描写」 では、① 「吉備津 の釜」 「蛇性 の婬」 「白峯」で漸増的
な怪異描写、② 「浅茅が宿」 「菊花 の約」で気づかれ ぬ怪異描写、③ 「青頭 巾」 「仏 法僧」 「夢
応 の鯉魚」 「貧福論」で予告 され た怪異描写 が展 開 されて いる こと、 とい うよ うにそれぞ れの
篇 の特質 に応 じて、そ のいずれか の方法 をとってお り、その怪異だけが単独 に描かれているの
ではな く、 基本 となっている人間描写や背景 にな って いる情景描写が三位 一体 となってあざや
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か に描 か れ て い る こ とか ら、 『雨 月 物語 』 は 読 者 にふ か い 感 銘 を与 えて い る こ と を論 じた。 そ
の意 味で 、 『雨 月物 語』 は怪 談 小 説 集 と して 最 高 の傑 作 と評 して よ い もの とな って い て、 怪 異
描 写 に成功 して い る こ とが 『雨 月物 語 』 を高 く評 価 で き る第 二 の 理 由 で あ る と した。
「⇔ 『雨 月 物 語』 にお け る上 田秋 成 の 執 筆 態度 」 で は、 ① 秋 成 が 中 国 の古 典 に 基 づ い て 自分
な りにつ く りあ げ た物 語 は 「菊花 の約 」 の 一篇 、 ② 秋 成 が 中 国 の 小 説 を主 と しな が ら、 そ れ に
日本 の古 典 を お りまぜ て 自分 な りに書 き あげ た物 語 は 「浅 茅 が 宿 」「夢 応 の鯉 魚 」 「吉 備 津 の 釜」
「蛇 性 の 婬 」 の 四篇 、 ③ 秋 成 が 日本 の古 典 を駆 使 して 創 作 した 物 語 は 「白峯 」 「仏 法 僧」 「青 頭
巾」 「貧 福 論 」 の 四篇 と い う よ う に、 作 者 の 執 筆 態 度 によ っ て 『雨 月 物語 』 を三 つ に分 類 した。
秋 成 が 中 国 及 び 日本 の古 典 を巧 み に用 い て、 自分 な りに つ く りあ げ た傑 作 が 『雨 月物 語 』 で あ
る と論 じ、 そ の 執筆 態 度 が 『雨 月物 語 』 をす ぐれ た作 品 に して い る第 三 の理 由 で あ る と した。
そ れ らの典 拠 に命 を 吹 き込 み、 躍 動 す る 『雨 月』 を つ く りあげ て い る こ とか ら、 上 田秋 成 は 近
世 文 芸 に お け る芥 川龍 之 介 に相 当す る作 家 で あ る こ とに も言 及 した。
「第 三 章 『書 初 機 嫌 海 』 の意 義 」 で は 、 「上」 で 京 都 の 堂 上 方 、 「中」 で 武 士 を主 と した江
戸 、 「下 」 で 難 波 の富 豪 を 中 心 に、 歳 末 か ら正 月 にか け て 主 に 描 き 、 三 都 のそ れ ぞ れ の特 色 を
巧 妙 に捉 え て秋 成 な りにパ ノラ マ の よ うに描 写 して い る こ と、 そ れ らが 表 面 だ け で は な く、 そ
の裏 面 を も確 か な 目で 描 いて い る こと な どか らす ぐれ た描 写 とな って お り、 高 く評 価 して よ い
作 品 とな って い る こ と、秋 成 は 『書 初 機 嫌 海』 を浮 世 草 子 の 一 作 と して 執 筆 し、 『雨 月物 語 』
に は及 ば な い に して も、 『諸 道 聴 耳 世 間 猿 』 『世 間 妾 形 気』 以 上 か 、少 な くと も 同等 ぐ らい の作
品 と評 価 で き、 三 都 の風 俗 描 写 の絶 妙 さ と儒 教 ・仏 教 ・国 学 批 判 な どに秋 成 で な けれ ば で き な
い もの が認 め られ る こ と、 そ れ らに 『書 初 機 嫌 海 』 の文 芸 的意 義 が あ る と した 。
「二 『くせ も のが た り』 の 意 義 」 で は、 そ れ が 「くせ も の(作 者 秋 成)」 の 「か た り(変 人
の 話)」 で あ る こ とを 論 証 した う え で 、① 書 名 、 ② 各 段 の 書 き 出 し、 ③ 段 の 長 短 、 ④ 序 、 ⑤ 二
段 、 ⑥ 一 一 段 、⑦ 一 三 段 、⑧ 二 〇 段 、 ⑨ 二 二 段 、 ⑩ 二 五 段 が 『伊 勢 物 語 』 とふ か くか か わ り
あ って い る こ と、 そ こに は 『伊 勢 』 に はみ られ な か っ た批 判 的 言 説 を加 えて 発 展 させ て い る こ
とな ど、 『伊 勢 』 に追 従 した 擬 古 物 語 の 多 い 中 にあ っ て 、 『くせ 』 に は秋 成 独 自 の世 界 が展 開 さ
れ て い て 、 単 な る擬 古 物 語 で は く、 《近 世 風 俗 物 語 》 にな っ て い る こと、 そ こに 『くせ も のが
た り』 の意 義 の あ る こ とを論 じた 。
「第 四章 『藤 箕 冊 子(つ づ らぶ み)』 の 意 義」 で は 、 『秋 山記 』 は秋 成 が 城 崎 温 泉 へ 湯 治 に
行 っ た折 の こ とを記 した 紀 行 文 で 、 そ こ に は 『源 氏 物 語 』 批 判 、 城 崎 で ので き ご と、 道 中 の描
写 が展 開 さ れ、 す ぐれ た で きば えで 高 く評 価 で き る作 品 に な って い る と ころ に 『秋 山記 』 の意
義 が あ る と した。「3「月 の 前 」の 意 義 」で は、西 行 を銀 製 の猫 の香 櫨 の ことで 惜 淡 な性 格 と描 き、
そ の登 場 人物 の性 格 描 写 は後 の 『春 雨 物 語 』 の関 連 の あ る諸 篇 へ と発 展 して い く こと、 また 、
そ こで展 開 され る歌 論 は作 者 の見 解 が や や 生 の ま ま で 「月 の前 」 に もち こまれ 、 そ れ も歌 論 を
中 心 に展 開 して い る 『春 雨 物 語 』 の関 連 の あ る諸 篇 へ と発 展 して い る こ と、 この よ う に、 「月
の 前」 で展 開 され て い る性 格 描 写 ・歌 論 が 『春 雨 物 語 』 の 中軸 を な して い る 関連 の あ る諸 篇 へ
と、 さ らに 発 展 して い る と こ ろ に 「月 の前 」 の意 義 が あ る こ とを論 述 した 。 「4「剣 の舞 」の意
義 」 で は、 そ こで も性 格 描 写 を 中心 に して 物 語 をす す め る とい う手 法 が と られ て お り、 そ れ が
成功 して い る こ と、 「直 培 し き操 」 の 性 格 を軸 にす る物 語 は 、r春 雨 物語 』 の 関連 の あ る諸 篇 へ
と、 さ らに発 展 して い る と ころ に 「剣 の舞 」 の意 義 が あ る と した。
「二 『胆 大 小心 録 』 の特 質 とそ の意 義」 で は、 そ れ が 秋 成 最 晩 年 の随 筆 で あ る こ とか ら、 秋
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成 を考 えるうえで重要な作品にな っている ことを指摘 し、① 自己認識、②名誉観、 ③友 人観、
④学問観、⑤仏教観、⑥儒教観な どの秋 成が到達 した思想 について も論述 した。
「第五章 『春雨物語』 の意 義」 では、そ の執筆意 図は老 齢にな った秋成 が物語 を書 くよ りほ
かに方法がな くて残 した作品である と謙遜 している ことやその数奇 な受容に も言及 した。
そ して、『春雨 物語』各篇 の意義 で、① 「血かたび ら」は平城帝の 《善柔の性格》 を軸 とし、
その 「直き」 行動 をとお して儒教 ・仏教批判 を展 開 した物語 で高 く評価 できる こと、② 「天津
処 女(お とめ)」 は儒教 ・仏教批 判、知 識性 を描写 してそ の前後 の篇 とふか くか かわって いる
こと、③ 「海賊」 は海賊 に扮 した文室秋津 が紀貫之 を中心 に した批判 を展 開 して いる こと、④
「二世の縁」 は地中で百余年 も禅定 を続 け、掘 り出され る間も時 を惜 しんで鉦 を打 ち続 けて い
る男の蘇 生を とお して、それ がいか にと りえのな い人で あるか を描 いて徹底 した仏教批判 を展
開 している こと、⑤ 「目ひ とつ の神」は堂 上家 の和歌 を学ぶた め上京 しようとした若者が途 中
の 《老蘇 の森》 で野宿 して いる時 に 《目ひ とつの神》の一行 に出会 い、和歌 を学ぶ無益 さを諭
され る物語で、そ こには秋成が到達 した怪異描写 と歌論 の展開がみ られ ること、⑥ 「死首の咲
顔」 は貧 しい家 の娘が 同族の酒造家のひ と り息子 と思 いを交わ して いたが、男の父 に財産が不
釣合 な ことか ら厚対 されて いた けれ ども、 どうにか輿入れ をす ることにな り、男の父がそれ を
許 さず 同道 した 兄に首 を斬 り落 とされなが らも、その顔が ほほ笑んで いた とい う物語である こ
と、⑦ 「捨石丸」 は大酒飲みの彼が東国一 の長者の相手 をしてい る時、長者が与えた名刀 を奪
い合 って いるうち に、酔 って いた捨石丸は 自分があや めたのではないか と錯覚 して逃 亡 し、豊
前の国の守の助 けでその国へ行 くが、酒 毒のため腰 抜けにな り、 長者の供養 のため洞 門を完成
す る ことを思 いたち、 とうとうそれを完 成する とい う大悟 に達す る物語 である こと、⑧ 「宮木
が塚」は結婚 を約束 している男を毒殺 においや った悪 人 とも知 らず に枕 を並 べて しま う純情な
遊女宮木が、それ に気づいて法然上人の手引きで往 生を遂げ る物語 である こと、⑨ 「歌 のほま
れ」は単な る類歌論の展開 となっている こと、⑩ 「焚 陰」 は父 ・兄を殺 した奨陰 が悪事 の限 り
を尽 くすが、 真 っ正直な法師に出会 って出家 し、最期 にはみちの くの名刹 の大和 尚 となって往
生 を遂げる とい う大悟 に達す る物語で、そ の人物が性格 を中心 に して躍動的 に描かれ、秋成の
最高の傑作 になっている ことを、それぞれ論 じた。
さ らに、残 されている春雨 草紙⇒天理冊子本⇒文化五年本⇒最終稿本 という諸本 の推敲の過
程 をた どり、 その面か らも 『春雨』 の意義 を考察 した。
「三 『春 雨物語』 の達成」 では、 『春雨物語』 におけ る①性 格(人 間)描 写、②怪 異描 写、
③儒教 ・仏教批判、④知識 的言説 を、それぞれ 『雨 月物語』 と対比 しなが ら検 討 した結果、 い
ずれ においても 『春雨』 は、傑作 とたた え られて きた 『雨 月』 よ りも文芸 として さ らに一段 と
高 く評価で きる作 品で あるこ と、そのよ うにす ぐれた 『春雨』 も一朝一夕 にしてで きたのでは
な く、 『雨 月』 を刊行 してか ら、約三 十年 という長 い間、鋭 い人間観察 と国学 を学 んで は じめ
て到達 した物語で ある こと、そ のように、『春雨』というす ぐれた作品 を残 した秋 成であったが、
あま りにもまさっていたた めと写本で しか残 されなか ったため に、それ を直接受け継 ぐ者はな
く、孤高 の作家 として終わ るほかなか った こと、その性格 に基づいた 《個性 の描写》 は、 わが
国 では近代 にな って西欧の小説 によって知 らさ・れた もので あった こと、 『春雨物語』 はそ のよ
うに近 代小説 の域 に到達 していた と ころに文 芸 として の意義 があ ること、そ の意 味か ら、 『春
雨物語』 は、時代 のさきが けを成 し遂げた小説 として高 く評価 でき、 そ こに 『春雨』 の達成 が
あると した。
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【後 篇 上 田秋 成 文 芸 の展 開 と発 展 】 は 、 前 篇 にお け る八 作 品 の研 究 の うえ にた って 、 上 田
秋 成 の主 要 な 作 品 と な っ て い る① 『諸 道 聴 耳 世 間 猿』、② 『世 間 妾 形 気 』、 ③ 『雨 月物 語 』、④
『春 雨 物 語 』 の 四 小 説 が どの よ う に展 開 し、 いか に 関 連 しな が ら発 展 して い る か を 主 に究 明 し
た。
「第 一 章 『諸 道 聴 耳 世 間 猿』 『世 間 妾 形気 』 の展 開」 で は 、 『世 間猿 』 『妾 形 気 』 の 各 篇 は、
そ の内 容 か ら、① 執 す る 気 質 の お か し さ、② 気 質 の 対 照 の お か しさ 、③ お か しな 風俗 、④ 騙 り
のお か しさ の 四 つ に分 類 で き る こ とを論 証 し、 『世 間 猿 』 は い ろ い ろ な(諸 道 の)気 質 の お か
しさ、 『妾 形 気』 は 女(妾)の 気 質 の お か し さ を描 写 した 小 説 に な っ て い る こ とを論 述 した。
「二 『雨 月物 語 』 の 展 開 」 で は 、 ① 「青 頭 巾」 「夢 応 の鯉 魚」、 ② 「浅 茅 が宿 」 「菊 花 の 約」、
③ 「吉備 津 の 釜」 「蛇 性 の婬 」、 ④ 「白峯」 「貧 福 論 」 「仏 法 僧 」 の 各篇 の それ ぞ れ の 関連 に つ い
て 考 察 した うえ で、 四 つ の 各群 の お の お の が ほぼ 同 じ構 成 と登 場 人物 に な っ て い て、 同型 の作
品 にな って お り、① は 仏 教 、② は 信 頼 、③ は 復饒 、④ は 知 識 的 言 説 とい う こ とで、 そ れ らが 互
い に重 層(重 な り合 い)に な っ て い る こ と を論 証 した。
「三 『春 雨 物 語 』 の 展 開」 で は 、 ① 「捨 石 丸 」 「焚 陰」、② 「死 首 の 咲 顔 」 「宮 木 が 塚 」、③
「血 か た び ら」 「天 津 処 女 」 「二 世 の 縁 」、 ④ 「海 賊 」 「目ひ と つ の 神」 「歌 の ほ まれ 」 の各 篇 の
お の お の の 関 連 に つ い て考 察 した うえ で 、 関連 して い る 各篇 が ほぼ 同 じ構 成 と登 場 人物 に な っ
て いて 、 同 型 の作 品 にな って お り、 ① は 大 悟 達成 、② は懸 命 に 生 き よ う とす る女 、 ③ は仏 教批
判 、④ は 知 識 的 言 説 で 、 そ れ らが互 い に重 層(重 な り合 い)に な っ て い る こ とを論 じた。
「第 二 章 『諸 道 聴 耳 世 間猿 』 『世 間妾 形 気 』か ら 『雨 月物 語 』 『春 雨 物語 』 へ の 発 展」 で は、
① 『世 間 猿 』 『妾 形 気 』 で の 執 す る気 質 の 描 写 が 『雨 月』 に お い て 徹 す る者 の 描 写 へ 、 ② 気 質
の 対 照 の お か しさ の描 写 が 『雨 月』 『春 雨 』 の性 格 や 議 論 の 描 写 へ 、③ お か しな 風俗 描 写 が 『雨
月』 『春 雨 』 の 自然等 の描 写 へ 、 ④ 騙 りのお か し さ の描 写 が 『雨 月』 『春雨 』 の 裏切 る者 の 描写
へ と、そ れぞ れ発 展 して い る こ とを 論述 した。 そ して、 『雨 月』 には 『世 間 猿』 『妾 形気 』 で展
開 して い る 《世俗 》 の 描写 か ら 《風 雅 》 の描 写 へ の発 展 が あ る こ とか ら、 謡 曲 「雨 月」 の影 響
が み られ る こ と も論 じた。 さ ら に、 ③ 『世 間 猿 』 巻 ニ ー二 の仏 教 批 判 が 「白峯 」 「二 世 の縁 」
「血 か た び ら」 「天津 処 女 」 へ 、 ⑥ 『世 間 猿 』巻 四 一三 の 知 識 的 展 開 が 「仏 法 僧」 「目ひ とつ の
神 」 「海 賊 」 へ 、⑥ 『妾 形 気』 巻 三 一二 ・三 の懸 命 に 生 き る女 が 「浅茅 が 宿 」 「宮 木 が塚 」 へ、
⑥ 『妾 形 気 』 巻 四 一 三 の 「無 言 の大 行 」 が 「青 頭 巾」 「焚 陰 」 へ と発 展 して い る こ と を述 べ、
『世 間猿 』 『妾 形気 』 にお いて 、 後 の 『雨 月』 『春 雨』 に お い て 展 開す る① 仏 教 批 判 、 ② 知 識 的
言 説 、③ 懸 命 に生 き る 女 、④ 大 悟 に 達 す る 男 とい う四 つ の根 幹 が す で に つ く りあげ られ て い た
こ と、 この 『雨 月』 『春 雨 』 へ の 発 展 の土 台 をつ く って い る と こ ろ に 『世 間猿 』 『妾 形気 』 の意
義 が あ る こ と を論 じた 。 そ の 《気 質 物 》 か ら 《読 本》 へ と発 展 させ た の は秋 成 の功 績 で あ る こ
と、 そ の 意 味 で、 『世 間 猿 』 『妾 形 気 』 は、 後 の 『雨 月』 が 開 花 し、 『春 雨 』 が 結 実 す るた め の
花 蕾(基 本)に な っ て い る こ とを指 摘 した。
「二 『雨 月物 語』 か らr春 雨 物 語 』へ の発 展 」で 、① 「「青 頭 巾」か ら「奨 陰 」へ 」 で は 《怪 異》
を とお して の 物 語 か ら 《人 間 の性 格 を 中 心 》 に した 行 動 の描 写 へ 、② 「「浅 茅 が 宿 」か ら「宮 木
が 塚 」へ 」 で は 《怪 異 中心 》 の描 写 か ら 《人 間 中心 》 の描 写 へ、 ③ 「「白 峯」か ら「血 か た び ら」
へ 」 で は 儒 教 ・仏 教 批 判 を 《怪 異》 を とお した描 写 か ら 《人 間 の 性格 を 中心 》 に した行 動 の描
写 へ 、④ 「「仏 法 僧 」か ら「目ひ とつ の 神 」へ 」 で は 《恐 怖 にお び え る怪 異 描 写 》 か ら 《人 間 を 中
心 に した 明 る い怪 異 描 写 》 へ、 そ れ ぞ れ 発 展 して い る こ と、 そ の よ うに 、 《怪 異》 を とお し て
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展 開 して い る 『雨 月 物 語』 か ら、 《人 間 中心 》 の 描 写 で あ る 『春 雨 物 語』 へ の 発 展 が み られ る
こ と を論 じた。 そ の よ うな 発 展 に 『春 雨 』 の文 芸 と して の意 義 が あ る こ と、 した が って 、 『春
雨 』 は 『雨 月』 よ り も進 ん だ物 語 で あ って 、 す ぐれ て い る こ とを論 及 した 。
そ の うえ で、 秋 成 の主 要 な 四 小説 の展 開 と発 展 につ い て、 次 の よ う に ま とめ た 。
『諸 道 聴 耳 世 間 猿』 『世 間 妾 形 気 』 で 「世 間」 とい う文 字 をそ の書 名 に用 いて い る こ と、 『世
間猿 』 序 で 「人 の伽 と もな らんか し」 と述 べ て い る ことか らもわ か る よ う に、 両 書 の大 衆 小 説
(気 質 物)か ら、 『雨 月』 の怪 異 に基 づ い た 小 説(読 本)へ 、 さ ら に 『春 雨』 の 人 間 を 中 心 に
した 本 格 小 説 へ と発 展 して い る。 つ ま り、 秋 成 の 小 説 は@『 世 間 猿 』 『妾 形 気 』 で 花 蕾 し、 ⑤
『雨 月』 で 開花 して、@『 春 雨 』 で み ご とに結 実 して い る こ と、 そ れ を秋 成 の小 説 の発 展 か ら
み る と、 ⑧ 確 立 期 、 ⑤ 充 実 期 、@成 熟期 と い う こ と もで き る こ と、 『雨 月』 『春 雨 』 のそ れ ぞ れ
四 つ の 要 素 が重 層(重 な り合 い)に な って い る こ とも注 目す べ きで あ る。
① 『世 間 猿 』 『妾 形 気 』 は⑧ 執 す る者 、 ⑤ 対 照 、◎ 風 俗 、 ⑥ 騙 り を とお して 《気 質》 に と ら
わ れ た 人 間 の お か し さ、 ② 雨 月』 は 《怪 異 》 を とお して の 人 間、 ③ 『春 雨 』 は 性 格 を 中心 に し
た 《人 間》 の展 開 で あ っ た。 この よ うに、 秋 成 の小 説 の 中心 は、 ① 気 質 ⇒ ② 怪 異 ⇒ ③ 人間(性
格)へ と発 展 して い る。 そ こ に も、 上 田秋 成 の 主 要 な 四 小 説 の展 開 と発展 が み られ る。 『春 雨 』
の 「奨 陰」 「捨 石 丸 」 「血 か た び ら」 で み られ る よ うに性 格 描 写 を 中心 に した 人間 探 究 は、 わ が
国 で は 近 代 に な っ て 西 欧 の 小 説 か ら学 ぶ 筆 法 で あ っ た。 『春 雨 』 は そ の よ う に意 義 ぶ か い物 語
で 、 上 田秋 成 の 小 説 で は最 高 の作 品 にな って い る。 従 来 、 ともす れ ば 怪 異 描 写 に 目 を奪 わ れ る
あ ま り 『雨 月』 を 高 く評 価 す る こ とが 多 か っ たが 、 そ の 『雨 月』 を乗 り越 えて つ く られ た 『春
雨 物 語』 こそ 、 これ ま で考 え て き た よ う に、 秋 成 の小 説 の 中で 、 も っ と もす ぐれ た 作 品で 、 秋
成 の 総 決算 の文 芸 とな って い る。
「第 三 章 上 田秋 成 の 描 い た人 間」 に お いて 、 秋 成 は 「青 頭 巾」 「奨 陰 」 で 、 あ る き っ か け
で 妖 魔(鬼)と な る が、 い っ た ん反 省 して 励 む と仏 心(仏 果)を 得 る のは 「直 き」 人間 だ か ら
で あ る こ とを強 調 し、 人 間 は そ の よ うな 純 粋 さ を持 って い る こと を描 き、 『妾 形気 』 『雨 月』 で
は 「ま こ と」 の 人 間 を描 い て い る こ と、 『世 間猿 』 『妾 形 気 』 で は 人 間 へ の嘲 笑 を 描 き 、 『雨 月』
『春 雨 』で は 人 間へ の 讃美 が書 か れ て い る こと を論 じた。 この こ とか ら、秋 成 が 描 い た 人間 は 、
《「直 き」 心 を持 っ て 「ま こ と」 を尽 く し、私 欲 に と らわ れ な い知 識 と批 判 力 を も っ て 躍 動 す
る 人 間》 で あ る とい う こ とが で き る。 秋 成 はそ の よ う に古 今 東 西 変 わ る こと のな い 人間 の生 き
方 に つ いて 普 遍 的原 理 に達 して い た作 家 の ひ と りで あ っ た。そ こに《人間 いか に生 き るべ きか 》
とい う文 芸 の 目的 に 答 えて い る秋 成 の作 家 と して の真 摯 な姿 勢 が み られ る。 と くに、 秋 成 が 晩
年 の 『春 雨 』 の 「焚 陰 」 「捨 石 丸 」 「血 か た び ら」 で 、 そ れ ぞ れ の登 場 人物 の性 格 描 写 を 中心 に
して 「直 き」 人 間 を活 写 し、 人 間探 究 を して い る こ とは、 他 に類 例 の な い秋 成 の 文 芸 にお け る
創 造 で あ っ た。 そ の よ うに、 秋 成 は 《直 き性(さ が)の 描 写 の創 造 》 を成 し遂 げ て い る。 そ れ
は 高 く評価 で き る もの で あ る。
これ ま で考 え て き た よ うに、秋 成 は け っ き ょ く、① 『諸 道 聴 耳 世 間 猿』(一 七 六 六 年 刊)で 諸
道 の 《気 質 》 を とお して の 人 間、 ② 『世 間 妾 形 気 』(一 七 六 七年 刊)で 妾 の 《気 質 》 を とお して
の 人 間、 ③ 『雨 月物 語 』(一 七 七 六 年 刊)で 《怪 異 》 を とお して の 人 間、 ④ 『書 初 機 嫌 海 』(一 七
八 七 年 刊)で 《風俗 》 を とお して の人 間 、 ⑤rく せ もの が た り』(一 七 九一 年 成)で 《風 刺 》 を と
お して の 人 間、 ⑥ 『藤 簑冊 子』(一 八 〇五 年 刊)で 《性(さ が)》 を とお して の 人 間 、⑦ 『胆 大 小
心 録』(一 八 ○ 八 年成)で 《批 評 》 を とお して の人 間、 ⑧ 『春 雨 物 語 』(一 八 ○ 八 年 成)で 《性 格 》
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を とお して の人間 を、それぞれ描 いた。それ らは、当時お もしろおか しい人間を描写 していた
文芸 の中で、秋成 はそれ らの作品 を執筆する時 に、それにふ さわ しい最高の筆法で、 人間を追
究 していた。そ して、 『世間猿』 『妾形気』 でみ られたよ うな気質に とらわれた 《類型 的人間》
の描 写か ら、 『春雨』の 「奨陰」 「捨石丸」 「血かた び ら」 でみ られ るような性格 に基づ いて活
躍す る 《個性 あふれ る人間》 の描写へ と、秋成は人間探 究の方法 を発展 させて いた。 このよ う
に、①で気質物(浮 世草子)作 者 として出発 した秋 成は、⑧ では個性 の描写 という近代 的な手
法 をあやつ る作者へ と発展 して いた。要する に、最後 の 『春雨物語』 に至 って、秋成 は直き性
(さが)の 描写 を創造 し、文芸 におけ る人間探究の頂点を究め、 近代 に呼応す る斬新 な個性 の
描写 に、そ の力量 を存分 に発揮 した。 こうして、秋 成は文芸の本質 について、 先見 の明を もっ
て他 にみ る ことので きな い独 自の境地 を開拓 し、それを物語化 したのである。秋成 の到達 した
文芸 を一言で まとめると、「心 をさむれば誰 も仏心也。放てば妖魔」(「奨 噌」の末尾)を 主軸 とす
る二面性(両 面性)を 持 った人間の 《性格描写》の発見 の文芸 であった とい うことがで きる。そ
れ はち ょうど、近 世文芸 にお いて 「人 はば けもの」(『 西鶴 諸国ぱ な し』序)と い う視点で 人間
を描 いた井原西鶴(一 六四ニ ー九三)、 「義理 と人情」とい う観点か ら浄瑠璃 を書 いた近松 門左衛
門(一 六五三 一一七二四)、「わび とさび」を主眼 として俳譜を詠んだ松尾 芭蕉(一 六 四四一九四)。
ただ、それ ら三者 の文芸は一面性 の文芸で あった)と 同じよ うに意義ぶ か く、 日本文 芸史 上、誇
ることので きる文芸の達成であ った。そのよ うな文芸を創作 し、読者 を感銘 させて いる ところ
にこそ、上 田秋成文芸の意義が存す る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、上田秋成 の文芸 について、 『諸道聴耳世間猿』『世間妾形気』 『雨月物語』『書初機
嫌海』 『くせ ものがた り』 『藤箕冊子』 『胆大小心録』 『春雨物 語』 等の主要 な作 品を とり上げ、
秋成がそ こで人間 をいか に追求 してい るか という評価 の視 座か ら考察 を加 え、そ の文芸的価値
を究明 し、秋成文芸の全体像 を把握 しよ うとした ものである。
全体は、「前篇 上田秋成文芸 の意義」、「後篇 上 田秋成文芸の展開 と発展」の二 部か ら成 り、
前篇は 「序論」、 「第 一章 『諸道聴耳世 間猿』 『世間妾形気』の意義」、 「第二 章 『雨 月物語』
の意義」、 「第三章 『書初機嫌海』『くせ ものがた り』の意義」、 「第四章 『藤箕冊子』『胆大
小心録』 の意義」 「第 五章 『春雨物語』 の意義」、後 篇は 「第一章 上 田秋成 小説 の展 開」、
「上 田秋成小説の発展」 「第三 章 上田秋 成の描いた人間」 「結論」 か ら成る。
「序論」 では、文芸作品の価 値は人間 をいか に追求 しているかを基 準に して決 め られなけれ
ばな らない とい う観点か ら、.ヒ田秋 成の文芸 について、 作品の意 義、 展開、発展等 について考
察 し、秋成文芸の価値 を探求す るとい う論 者の基本的立場が表明され、 それが研究 史上 どのよ
うに位置づけ られ るかが示され る。現今の文芸の研究 の多 くは、価値 の問題 についてはその相
対性 ゆえ にともすれば検 討を避け迂回 しがちであるが、価 値 を測 定する基準を明確 にする こと
によ って客観性 を保ちつつその問題 に取 り組 もうとす る論者の姿勢には、学ぶべき ところがあ
ろう。
前篇 「第一章 『諸道聴耳 世間猿』 『世 間妾形気』 の意義」では、気質物 としての両作 品を、
気質物 の代表作 家で ある江 島其磧 の 『世間息子気質』 『世 間娘気 質』 『世間親父気質』、 あるい
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は浮世草子第四期の代表作 とされ る多 田南嶺の 『鎌倉諸芸袖 日記』等 と比較 して気質 物作家 と
して の秋成が少な くとも其磧 と並ぶ ものであ ると評価す る。従来必ず しも十分 に評価 されては
こなか った秋成文芸 の出発点 にあった気質物 について適切な位 置付け を示 した ことは、秋 成研
究のみな らず、近世文芸史の再構 築に も資する ところがあろ う。 また読本作 家 として知 られる
秋 成がそれ以前 に執筆 した気質物においてすでに人間描写 ・風俗 描写にす ぐれた ものが見 られ
ること、r諸 道聴 耳世間猿』で世俗的 な仏 教 を徹底的 に批 判 して いる ことな ど、秋 成文芸 にお
ける人物描写等の展望 と以後の作 品への展 開の契機、秋成文 芸の思想的側面 の内実 を明 らかに
している ことは、 『雨月物語』 以前の秋成 文芸についての貴重 な研 究成果 というべきである。
「第二章 『雨月物語』の意義」 「『雨 月物語』 の成立 と執筆事情」では、まず 全体 に関わる問
題 につ いて考察す る。その成立 について、 内容か ら考 えて、序 文で述べている明和五 年ではな
く安永五年 の刊行で ある とす る論者の主張 は、 『雨 月物 語』の成立 に関す る諸説 の中で、作 品
内の徴証 によ って考察 した一説 として意義 ある もの と言 えるであろ う。 また、『水濡伝』と 『源
氏物語』 を意識 しなが ら執筆 した怪 談小説 である と指摘 した ことは、怪異小説 として の 『雨 月
物語』 の枠 組み を考 える上で示 唆的 である。
「『雨 月物語』各篇 の意義」では、各篇 について、それぞれ 「意義」 「諸説」 「評価」 「先行文
芸 との関係」 の4項 にわた って考察 を加 え、 「感 動」 を呼び起 こす機構 につ いて考 察す る。す
なわち、復讐の大魔王 と化 した崇徳 院の怨霊 と西行 がそれぞれ儒 教 と仏教 の立場 か ら深夜 幽谷
の 白峯陵 を舞 台 として激論 をたたかわす 「白峯」、赤穴宗右衛 門が約束 を果 たす ため 自害 し亡
霊 とな って現 れる 「菊花の約」、亡霊 にな って まで夫 の帰 りを待 ちわびて いた妻 の宮木が七年
ぶ りに帰 ってきた夫の勝四郎 を迎 える 「浅茅が宿」、魚 の絵 の達 人であ った高僧 の興 義が放生
の功徳 によって鯉 とな り琵琶湖 を遊泳す る 「夢応 の鯉魚」、 高野山の灯籠堂で一夜 を過 ごす夢
然父子 が豊臣秀次 の亡霊一行 に出会 い、和歌 に関す る知識的言説 を聞き最後 には恐怖 におび え
る 「仏法 僧」、妻の磯 良の誠実 さを裏切 った正太 郎があ とに髭 しか残 らなか った とい う凄惨な
復讐 を受 ける 「吉備津 の釜」、風雅 に遊ぶ豊雄が この世 の人 とも思われぬ美女 にひ と目ぼれ し、
その女が蛇の化 生であった ことか ら執念ぶか くつ きま とわれて しま う 「蛇性 の婬」童児 を溺愛
して死 んでか らも葬る こともせずそ の遺体 を食 い尽 くして しまい、 人を襲 い墓 をあば いて遺骸
を食 う、妖魔 に落 ちた法師が快庵禅師 の教化 によって仏 果 を得 る という 「青頭 巾」、 金銭 に遊
ぶ武士 岡左内の前に現 れた黄金 の精が貧福 を論ず る 「貧福論」 の各篇 につ いて、それぞれが読
者 を感銘 させ る理 由を説 く。
「『雨 月物語』 にお ける人間描 写」 「『雨 月物語』 にお ける怪異描写」は、前節で示 された方
向について具体 的に分 析を加 えそ の人 間の描き方 と怪異 との関わ りにつ いて詳述す る。 「菊花
の約」 「浅茅が宿」 「青頭巾」ではひ たむ きで純粋な 人間、 「白峯」 「吉備津 の釜」では復讐 に徹
した執念 ぶかい人間、 「夢応 の鯉魚」 「貧福論」で は不思議 な怪異 の体験 をす る風流 に遊ぶ人間
を描 き、 その人間を怪 異を とお して巧 みに描 くと ころに 『雨 月物語』 の特色が あ り、その怪異
描写 が、 単 に恐怖感 を与えるだけで な く、 人間描写 を引きたて る働 きをして いるとす る論者の
主張 は、 人間を描 くことに こだわ る 『雨 月物語』 の特質 を明 らか にす るもの として傾聴 に値す
る と言 うべ きであ ろう。 また 「『雨 丹物語』 におけ る上 田秋成 の執筆態度」 にお いては、先行
文 芸 との関係 を探求 し、 『雨月物語』 が 中国及び 日本の古典 を典拠 としなが らそれ らを越 えた
秋成独 自の世界をつ くりあげて いるこ とが明 らか にされ る。
「第三 章 『書初機嫌海』 『くせ ものがた り』の意義」 では、浮世草子 として の 『書初機嫌海』
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にっ いて、京都 ・江戸 ・難波の三都のそれぞれの特色 を巧妙 に捉えてパ ノラマのよ うに描写 し
なが らその裏面 をも確かな 目で描き、 さ らに儒教 ・仏教 ・国学の批判が行 われている ところ に、
r書 初機嫌海』の独 自性 と文芸的意 義がある とし、 「『くせ ものが た り』の意義」では、それが
「くせ もの(作 者秋 成)」 の 「か た り(変 人 の話)」 で あることを論証 し、 この作品が 『伊 勢物
語』 と深 く関わ りなが ら 『伊勢物語』 に見 られなかった言 説を加えて発展 させ ている ことを明
らか にし、 『伊 勢物語』 に追従す る擬古物語等 とは異な る、《近世風俗物語》 としての位置 付け
を行 う。 ともに、秋 成の浮世草子 の特質 と意義を明 らかに した論 として高 く評価 され るべ きで
あろう。
「第四章 『藤簑冊子』 『胆大小心録』 の意義」では、 『藤簑 冊子』 中の秋成 が城 崎温泉 へ湯
治 に行 った折 の ことを記 した 「秋 山記」 の紀行文 としての特質 と意義、 「月の前」 にお ける人
物の性格描写や、そ こでやや 生のまま持 ち込 まれ ていた秋成 の歌論が、後 の 『春雨物語』 の関
連あ る諸篇 へ と発 展 して いる こと、 「剣の舞」の 「直 々しき操」 とい う性格 を軸 とす る物語 が
『春 雨物語』 にお いて さ らに発展 ・展 開 して いる ことな どが 明 らかにされ る。 「歌 ・文集」 と
して扱われ る ことの多 かった 『藤簑冊子』 の秋成文芸 にお ける意義 を説 く論者 の見解 は、研究
史上画期 をなす もの として位置付 け られ るべ きで あろう。 また、秋成最晩年 の随筆で ある 『胆
大 小心録』 について、秋成 の到達 した 自己認識や名誉観 ・学 問観 ・仏教観 ・儒教観な どの思想
について論述す る。秋成 の思想 を到達点か ら見通す貴重な作業で ある。
「第五章 『春雨物語』 の意義」で は、春雨草紙→天理冊子→文化五年本→最終稿本 という
諸本 の推敲 の過程 をた ど り、それ をふ まえて各篇 の意義 を論 じる。平城帝の 「善柔の性格」 を
軸 とし、 その 「直き」 行動 を通 して儒教 ・仏教批判 を展 開 した 「血 かたび ら」、仏教 ・儒 教批
判、知識性 を描写 して前後 の諸篇 と深 く関わって いる 「天津処女」、海 賊 に扮 した文屋秋 津が
紀貫之 を中心 と した批判 を展開す る 「海賊」、堂上家 の和歌 を学ぶ ために上京 しよ うとす る若
者が 目ひ とつ の神の一行 に出会 い、和歌 を学ぶ ことの無益 さを諭 され る、秋成の歌論の展開が
見 られ る 「目ひ とつの神」、貧 しい家 の娘が 同族 の富裕 な家 のひ と り息子 と思 いを交 わ しなが
ら男 の父 に反対 され、兄 に切 られた娘の首 がほほ笑んで いた とい う 「死首 の咲顔」、 人を あや
めた と思 って逃亡 した大酒のみの捨石丸がその供養のため に洞門 を完成 し大悟 に達す るという
「捨石丸」、結婚 を約束 した男 を毒殺 にお いや った悪 人 とそれ とは知 らず に枕 を交わ して しま
う遊女宮木 が法然上人 の手 引きで往生 を遂 げる とい う 「宮木が塚」、類 歌論 を展 開す る 「歌の
ほまれ」、悪事 の限 りを尽 くした焚 噌が法師 に出会 って出家 し、名刹 の大和 尚 とな って往 生 を
遂げる という 「奨 噌」等、そ のほとん どが、いず れ も登場人物が性格 を中心に躍 動的に描かれ、
秋成文芸の最高傑作 になっている ことを論 じる。 未定稿 とす る見解 も一部 にある 『春雨 物語』
を的確 に評価 した論 者の見解 には耳 を傾けるべき点 が少な くない。 また、「『春雨物語』の達成」
にお いて は、 『雨 月物語』 との比較、鋭 い人間観 察 と国学 を学 んだ ことによって到達 した物語
としての 『春雨物語』 の位置付 けがなされ ている。
後篇 「上田秋 成文 芸の展 開 と発展」では、前篇 における秋成 の主要 な八作 品の研究 をふまえ、
『諸道聴耳世 間猿』 『世 間妾形気』'『雨 月物語』 『春雨物 語』 の四小説が どのよ うに展 開 し、 い
か に関連 しなが ら発展 して いるか を究明 し、総括す る。すなわ ち、秋成 の小説は、 『諸道聴 耳
世間猿』 『世間妾形気』 のよ うに 「世間」 という文字 をそ の書名 に用 いた大衆 小説 として の気
質物か ら 『雨 月物語』 のよ うな怪 異に基 づいた小説(読 み本)へ 、 さ らに 『春雨物語』 のよ う
な性格 を通 して人間 を描 く本格 小説へ と発展 している こと、それ は、 「気質」 に とらわれ た人
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間のおか しさか ら、 「怪 異」 を とお しての 人間へ、 さ らに性格 を中心 に描かれ る人間へ、 とい
う展 開であった こと、秋成 の文芸 にお ける人間探求 の方法で あった ことが論 じられ る。秋 成の
到達 した地 点を 「心 をさむれば誰 も仏心也。放てば妖魔」 という二面性 を持 った人間の性格描
写 の発見で あった とす る論者 の結論は、秋成文芸 を概観、展望 しては じめて到達 した卓見 とし
て評価 され るべ きもので あろう。
以上述べて きたように、本論文は、上 田秋成 の文芸 について、そ の主要な作品 をと り上げて
概観 し、主 と してそ こで人間が どのよ うに追求 されて いるのか という視座か ら、その特 質 と文
芸的価値 を明 らかに した もので ある。従来 の研 究の多 くが 『雨 月物語』 『春雨物語』 の二 作品
に集 中し、ひ ろ く他 の主要な文芸的作品 をも視野に入れなが ら同 じ密度で分析 を加え全体 を展
望す るものが ほとん ど見 られなかったの に対 し、 前掲のよ うな多 くの文芸的作 品を考察 の対象
と してそ の意義 と価値 を明 らか に して、 「心 をさむれば誰 も仏心 也。放 てば妖魔」 という二面
性 を持 った 人間の性格描 写 の文 芸 に到達す る秋成 文芸 の展開 と発 展の過程 を見通 した本論文
は、その全体像 を把握 した もの として、研 究史上高 く評価 されるべきである。 国学 との関わ り
等今後 さ らに考究 を深め るべき点 もな いではないが、秋 成の主要な文芸的作 品 について、 先行
文芸 との関わ りを検 討 しなが ら、そ こに描 かれた人物像 を中心 に考察 してそ の創造 の機構 と特
質 を明 らか にしく また秋成の仏教への批判 的関心 の内実等思想 な面の作 品へ の反 映を解 明す る
な ど、多 くの新 しい知見 を提示 して秋 成文芸の研 究 に新 しい展 望 をひ らいた本論文 は、斯 学の
発展 に寄与す るところ少な くない。
よ って、本論文の提出者は、 博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認め られる。
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